





































































































































































































































































































































































EpzzemaZskii Allspecimens Ｄ ＮＤ ＮＤ ＮＤ
ＥＪ１ｅｇ巴hｚｍａ AllspeCimens Ｄ ＮＤ ＮＤ ＮＤ
学位論文審査結果の要旨
マオウ属植物は漢薬「麻黄」の原植物であるとともにエフェドリンの原料であり、さらに世界各地の民族
薬物としても利用される、薬物として利用価値の高い植物である。曰本には中国各地に自生する野生のマオ
ウ属植物が輸入されているが、現地でのマオウ属植物の分布、各種の系統関係、それらの資源の現状はまだ
不明な点が多い。本論文は中国のマオウ属植物の主産地である中国北部を中心に、これらの解明に挑み、以
下の点を明らかにした。
①中国野性品種である８種のマオウ属植物について、核および葉緑体ＤＮＡの非遺伝子領域を解析し、系
統関係をあきらかにした。その結果より、これらが３グループにわけられること、また同じグループ内の
マオウ属植物は生息地が近いことが分かり、近縁関係と生息地には関連性があることを明らかにした。
②AmplificationRefractoIyMutationSystem(ARMS)をもちいて、各グループの簡便な鑑別法を開発した。
また、マオウ属植物のなかでもっとも重要な種である匂DheQOnasmﾉﾋﾋﾞｦの鑑別法を開発した。
③中国最西部新橿ウイグル自治区を現地調査し、同地のマオウ属植物の分布資源状況を明らかにした。
④新橿産マオウ属植物のＤＮＡを解析し、種内変異を認め、それと生息地の関係を明らかにした。
以上の結果は中国産マオウ属植物の分布、系統関係、資原の状況を明らかにするとともに、中国以西のア
ジア地域のマオウ属植物研究に繋がるもので、本論文は博士（薬）の学位の値するものであると判定する。
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